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１ 予算編成のポイント

Ⅰ 令和３年度当初予算の概要

(１) 「安心 誇り 挑戦 ひろしまビジョン」が目指す県土の将来像を実現するため，

社会資本分野のマネジメントの基本方針として策定を進めている「社会資本未来

プラン」に基づく各施策を着実に推進

［施策Ⅰ］ 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化

防災・減災対策の充実・強化

安全で快適な交通環境づくりの推進

［施策Ⅱ］ 交流・連携を支えるネットワークの充実・強化

経済・物流を支える基盤の強化

集客・交流機能の強化とブランド力向上

［施策Ⅲ］ 魅力的で持続可能な社会を支える基盤形成

コンパクトで持続可能なまちづくりの推進

環境保全と循環型社会の構築

［共通施策］

社会資本の適切な維持管理の推進

［効果を高めるための施策］

デジタルトランスフォーメーション（広島デジフラ構想）の推進

(２) 国の「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策(※)」を最大限活用
し，県土の強靭化など，県民の安全・安心の確保に向けた取組を加速

関係者と連携した流域全体の治水対策

重要施設を保全するための土砂災害対策

緊急輸送道路の法面対策

早期対応が必要な施設への重点的な老朽化対策 等

(３) 広島デジフラ構想については，インフラデータの一元化・オープンデータ化

等を可能とするシステム基盤を構築するとともに，デジタル技術の実装に向けた

実証実験などの取組を推進

インフラマネジメント基盤「ＤｏｂｏＸ」の構築

ＢＩＭ／ＣＩＭの活用やＩＣＴ建設機械による施工など，i-Construction
の推進

道路法面の崩落予測技術等の構築に係る実証実験の拡大 等

※ＤｏｂｏＸとは…インフラマネジメント基盤の呼称，土木×ＤＸ＝ドボックス

※令和２年度国３次補正予算による措置のため，令和３年度当初予算と令和２年度２月補正予算を
一体的に編成
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２ 予算規模

(１) 一般会計 １，０４７億円 （令和２年度当初予算比 0.72倍）

平成30年７月豪雨災害への対応の事業進捗による災害復旧費事業費の減など

による。

(２) 特別会計 ２０７億円 （令和２年度当初予算比 1.21倍）

港湾特別整備事業費における公債費の増などによる。

〔一般会計〕 （単位：百万円，％）

A B B/A C D(B+C) D/A

公共事業費 107,397 83,052 77.3 24,392 107,444 100.0 

補助公共事業費等 77,676 54,996 70.8 24,392 79,388 102.2 

補助公共事業費 62,966 41,242 65.5 21,754 62,996 100.0 

直轄事業負担金 14,710 13,754 93.5 2,637 16,392 111.4 

単独公共事業費 29,721 28,056 94.4 0 28,056 94.4 

単独建設事業費 12,823 13,550 105.7 0 13,550 105.7 

維持修繕費 16,898 14,506 85.8 0 14,506 85.8 

災害復旧事業費 25,886 8,642 33.4 0 8,642 33.4 

その他事業費等 12,838 12,992 101.2 0 12,992 101.2 

合　　　計 146,121 104,686 71.6 24,392 129,078 88.3 

注1）端数処理の関係で積み上げ数値と総額が異なる場合等がある

注2）Ｒ２年度当初予算の補助公共事業費には，Ｈ30年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分（9,547百万円）を含む

注3）Ｒ３年度当初予算の補助公共事業費には，Ｒ元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分（630百万円）を含む

Ｒ２年度
当初予算比区　　　分

Ｒ２年度
当初予算

Ｒ３年度
当初予算

Ｒ２年度
当初予算比

Ｒ２年度２月
補正予算

(国補正対応分)

合計
(当初+補正)

〔特別会計〕 （単位：百万円，％）

A B C D(B+C) D/A

港湾特別整備事業費 12,106 15,501 0 15,501 128.1 

県営住宅事業費 5,041 5,237 0 5,237 103.9 

17,146 20,739 0 20,739 121.0 

注）端数処理の関係で積み上げ数値と総額が異なる場合等がある

区　　　分

合　　　計

Ｒ２年度
当初予算比

Ｒ２年度
当初予算

Ｒ３年度
当初予算

Ｒ２年度２月
補正予算

(国補正対応分)

合計
(当初+補正)
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３ 公共事業予算規模（特別会計を含む）

(１) 令和３年度当初予算（災害復旧事業費を除く） 850億円

令和２年度２月補正予算（国補正対応分）を含め 1,094億円（1.00倍）

国の「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」の初年度分が

令和２年度国３次補正予算により措置されることから，令和３年度当初予算

と令和２年度２月補正予算を一体的に編成

① 補助公共事業費 430億円

令和２年度２月補正予算（国補正対応分）を含め 648億円（1.00倍）

県土の強靭化などの各施策を着実に推進するための予算を計上

② 国直轄事業負担金 138億円

令和２年度２月補正予算（国補正対応分）を含め 164億円（1.11倍）

内示が見込める最大限の額を計上

③ 単独公共事業費 283億円（0.95倍）

河道浚渫等の県土を保全するための取組などを着実に推進するための

予算を計上

(２) 令和３年度当初予算（災害復旧事業費） 86億円（0.33倍）

（単位：百万円，％）

A B C D(B+C) D/A

79,420 58,285 56,751 51,362 24,392 16,896 81,142 68,259 102.2 117.1 

補助公共事業費 64,710 44,605 42,997 38,382 21,754 14,503 64,751 52,885 100.1 118.6 

国直轄事業負担金 14,710 13,680 13,754 12,980 2,637 2,393 16,392 15,374 111.4 112.4 

29,871 26,611 28,293 27,289 0 0 28,293 27,289 94.7 102.5 

単独建設事業費 12,973 11,711 13,787 12,783 0 0 13,787 12,783 106.3 109.2 

維持修繕費 16,898 14,900 14,506 14,506 0 0 14,506 14,506 85.8 97.4 

109,291 84,896 85,043 78,651 24,392 16,896 109,435 95,548 100.1 112.5 

25,886 3,798 8,642 8,642 0 0 8,642 8,642 33.4 227.5 

135,177 88,694 93,685 87,293 24,392 16,896 118,077 104,189 87.4 117.5 

注1） 特別会計計上分を含む

注2） 端数処理の関係で積み上げ数値と総額が異なる場合等がある

注3） Ｒ２年度当初予算の補助公共事業費には，H30年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分（9,547百万円）を含む（「H30.7月豪雨以外」には含まない）

注4） Ｒ２年度当初予算の維持修繕費には，道路照明のLEDへの一括更新分（1,077百万円）を含む

注5） Ｒ３年度当初予算の補助公共事業費には，Ｒ元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分（630百万円）を含む（「H30.7月豪雨以外」には含まない）

注6） Ｒ３年度当初予算の単独建設事業費には，住宅特別会計への繰出金（1,007百万円）を計上している

注7） Ｒ３年度当初予算では，舗装道補修費の一部（774百万円）を補助公共事業費（「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」）に計上

Ｈ30.7月
豪雨以外

Ｈ30.7月
豪雨以外

Ｒ２年度
当初予算

Ｒ２年度
当初予算比

合計
（当初＋補正）

Ｒ２年度
２月補正予算

（国補正対応分）

単独公共事業費

小　　　計

災害復旧事業費

合　　　計

Ｒ３年度
当初予算

Ｈ30.7月
豪雨以外

Ｈ30.7月
豪雨以外

Ｈ30.7月
豪雨以外

区　　　分

補助公共事業費等

※倍率は令和２年度当初予算との比較

※平成30年７月豪雨分以外は，令和２年度当初予算比1.03倍
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〔事業別予算総括表〕

（単位：百万円，％）

A B C D(B+C) D/A

道路 44,667 44,573 39,504 39,373 8,936 8,936 48,440 48,309 108.4 108.4 

河川 19,981 10,404 14,072 9,546 4,792 2,266 18,864 11,812 94.4 113.5 

砂防 25,332 10,627 11,946 10,210 5,920 951 17,866 11,161 70.5 105.0 

海岸 1,774 1,774 1,436 1,436 477 477 1,913 1,913 107.8 107.8 

港湾 8,516 8,497 7,972 7,972 1,890 1,890 9,862 9,862 115.8 116.1 

漁港 1,489 1,489 1,500 1,500 176 176 1,676 1,676 112.6 112.6 

街路・都市計画 4,010 4,010 3,775 3,775 2,101 2,101 5,876 5,876 146.5 146.5 

公園 404 404 763 763 100 100 862 862 213.2 213.2 

空港 692 692 546 546 0 0 546 546 78.9 78.9 

総合維持修繕 532 532 532 532 0 0 532 532 100.0 100.0 

住宅 0 0 1,007 1,007 0 0 1,007 1,007 皆増 皆増

小　　　計 107,397 83,003 83,052 76,660 24,392 16,896 107,444 93,557 100.0 112.7 

住宅 1,893 1,893 1,991 1,991 0 0 1,991 1,991 105.1 105.1 

小　　　計 1,893 1,893 1,991 1,991 0 0 1,991 1,991 105.1 105.1 

合　　　計 109,291 84,896 85,043 78,651 24,392 16,896 109,435 95,548 100.1 112.5 

注1） 端数処理の関係で積み上げ数値と総額が異なる場合等がある

注2） Ｒ２年度当初予算には，H30年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分（9,547百万円）を含む（「H30.7月豪雨以外」には含まない）

注3） Ｒ２年度当初予算の道路事業には，道路照明のLEDへの一括更新分（1,077百万円）を含む

注4） Ｒ３年度当初予算には，Ｒ元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分（630百万円）を含む（「H30.7月豪雨以外」には含まない）

注5） Ｒ３年度当初予算の一般会計の住宅事業には，住宅特別会計への繰出金（1,007百万円）を計上している

H30.7月
豪雨以外

H30.7月
豪雨以外

Ｒ３年度
当初予算

Ｒ２年度
当初予算

Ｒ２年度２月補正
予算

（国補正対応分）

合計
（当初＋補正）

Ｒ２年度当初
予算比

一
般
会
計

特
別
会
計

H30.7月
豪雨以外

H30.7月
豪雨以外

H30.7月
豪雨以外

区　　　分
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（単位：百万円，％）

予算

(Ｒ２年度２月
補正を含む)

40,592 50.4 

① 防災・減災対策の充実・強化 38,606 48.0 

② 安全で快適な交通環境づくりの推進 1,986 2.5 

21,446 26.6 

③ 経済・物流を支える基盤の強化 15,788 19.6 

④ 集客・交流機能の強化とブランド力向上 5,659 7.0 

8,185 10.2 

⑤ コンパクトで持続可能なまちづくりの推進 7,889 9.8 

⑥ 環境保全と循環型社会の構築 296 0.4 

70,223 87.2 

8,520 10.6 

1,768 2.2 

80,512 100.0 

注1） 予算は，補助公共事業費及び国直轄事業負担金を計上している

　　　（Ｒ元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分（630百万円）を除く）

注2） 複数の施策にまたがる事業の分類に当たっては，主として寄与する施策に計上している

注3） 「①防災・減災対策の充実・強化」には，平成30年７月豪雨災害分を含む

構成比施 策

　施策Ⅰ　安全・安心な県土づくり
　　～　安全・安心を支える総合的な県土の強靭化　～

　施策Ⅱ　県の強みを生かした県土づくり
　　～　交流・連携を支えるネットワークの充実・強化　～

取
組
方
針

取
組
方
針

　施策Ⅲ　魅力ある持続可能な県土づくり
　　～　魅力的で持続可能な社会を支える基盤形成　～

小計（施策Ⅰ～Ⅲ）

合　　　　　　計

取
組
方
針

インフラ老朽化対策

その他（除雪等）

４ 社会資本未来プランに基づく事業実施（公共事業）

（１） 施策別の状況
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※金額は，令和３年度当初予算 ＋ 令和２年度２月補正予算
（令和３年度当初予算は，令和元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分を除いて計上）
（県事業については事業費ベース，直轄事業については負担金ベースで記載）

（２） 取組方針別の主な事業箇所
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（単位：百万円）

区分 箇 所 事業概要 全体事業費 予算

道 路
（主）鞆松永線（鞆）
（福山市）

道路改良
（トンネル工等）

11,000 1,298 

河 川
野呂川・中畑川
（呉市）

河川改修 5,685 263 

清水川
（福山市）

堰堤工 350 53 

玖波五丁目２地区
（大竹市）

法面対策工 200 16 

港 湾
福山港原北・鞆地区
（福山市）

浮桟橋 521 521 

街 路
（都）山手赤坂線（津之郷～赤坂）
（福山市）

道路改良 4,709 348 

砂 防

（単位：百万円）

区分 箇 所 事業概要 全体事業費 予算

道 路
（国）375号東広島・呉道路（阿賀ＩＣ）
（呉市）

立体化 12,850 690 

河 川
手城川＜排水ポンプ増設分＞
（福山市）

排水ポンプ増設 1,869 893 

中の村川４号
（三次市）

堰堤工 315 32 

畑３丁目地区
（呉市）

法面対策工 456 62 

港 湾
地方港湾千年港岩船地区
（福山市）

小型船溜まり整備 850 73 

砂 防

（３） 供用（完了）予定の主な事業

（４） 主な新規事業

10



 

11



番号 令和３年度の主な施策 担当課

【取組方針】　防災・減災対策の充実・強化

1 「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」を活用した県土の強靭化 土木建築総務課

2 災害に強い道路ネットワークの充実 道路整備課　都市環境整備課

3 総合的な河川防災対策の推進 河川課

4 地震・高潮対策の推進 河川課　港湾漁港整備課

5 土砂災害防止対策の推進 砂防課

6 建築物・住宅の耐震化の促進【一部新規】 建築課

【取組方針】　安全で快適な交通環境づくりの推進

7 放置艇対策の推進 道路河川管理課　港湾振興課

8 交通安全施設等整備の推進 道路整備課

【取組方針】　経済・物流を支える基盤の強化

9 新たな経済成長を支える物流基盤の充実・強化 道路企画課　道路整備課　港湾漁港整備課　都市環境整備課

10 広島高速道路及び関連道路の整備推進 道路企画課　道路整備課

11 広島空港へのアクセス強化 道路企画課　道路整備課

【取組方針】　集客・交流機能の強化とブランド力向上

12 観光周遊を促進する道路ネットワークの強化 道路企画課　道路整備課

13 鞆地区振興推進費 道路整備課　港湾漁港整備課　地域力創造課（地域政策局）

14 広島空港の拠点性強化 空港振興課

15 瀬戸内海クルージングの促進 港湾振興課　港湾漁港整備課

16 みなとの賑わいづくりの促進 港湾漁港整備課

【取組方針】　コンパクトで持続可能なまちづくりの推進

17 コンパクト+ネットワーク型のまちづくりを支える社会資本整備の推進 道路整備課　都市環境整備課

18 安全で快適に暮らせる居住環境の創出【一部新規】 都市計画課　住宅課

19 地域特性を生かした魅力あるまちなみづくりの推進 都市計画課

20 ゆとりと潤いのある都市空間の創出 都市環境整備課

21 福山駅前周辺地区の再生の促進 建築課

22 誰にでもやさしい安心した暮らしの確保 住宅課

23 移住定住に向けた空き家の有効活用の促進【一部新規】 住宅課

24 ブランド向上に資する魅力ある建築物の創造 営繕課

【取組方針】　環境保全と循環社会の構築

25 汚水処理対策の推進 港湾漁港整備課　都市環境整備課

26 効果的・効率的な維持管理の推進 技術企画課　道路整備課　河川課　砂防課　港湾漁港整備課　都市環境整備課

27 計画的な県土保全対策の推進 道路整備課　河川課

28 デジタル技術を活用したインフラマネジメントの推進【新規】 技術企画課　建設ＤＸ担当　道路整備課　河川課　砂防課　都市計画課

　社会資本を支える担い手の確保・育成

29 建設技術者等の確保 建設産業課

　多様な主体との連携

30 ひろしまアダプト活動の推進 道路河川管理課

　Ⅱ-6　計画的に推進するための取組

　Ⅱ-3　魅力的で持続可能な社会を支える基盤形成

Ⅱ　土木建築局における施策体系と主な施策
施策体系

　Ⅱ-1　安全・安心を支える総合的な県土の強靭化

　Ⅱ-2　交流・連携を支えるネットワークの充実・強化

　Ⅱ-4　社会資本の適切な維持管理の推進

　Ⅱ-5　デジタルトランスフォーメーション（広島デジフラ構想）の推進
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１ 「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」を活用した県土の強靭化 
 

１ ねらい 
激甚化・頻発化する気象災害や巨大地震による社会経済活動への影響を最小限とするため，国

の「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」を最大限活用し，防災・減災対策の充

実・強化を図り，県土の強靭化に取り組む。 

 

２ 事業の概要及び令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 

 （１）平成30年７月豪雨災害からの創造的復興 

平成30年７月豪雨災害からの一日も早い復旧・復興に向けて，引き続き改良復旧事業などの

再度災害防止対策等に全力をあげて取り組む。                （単位：千円） 

区 分 事 業 内 容 予 算 額 

河川事業 三篠川，沼田川等の改良復旧，手城川の浸水対策など ６，７５０，５００ 

砂防事業 被災した地域の砂防施設整備など ６，５０６，５００ 

合   計 
１３，２５７，０００ 

(１３，５１２，２００) 

うち，国の「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」分 ７，４９５，３００ 

注) 合計欄( )内の数値は，令和元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分を含む額 

 （２）防災・減災対策の充実・強化（平成30年７月豪雨災害分を除く） 

国の「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」により，防災・減災対策の取組

を加速する。                               （単位：千円） 

区 分 事 業 内 容 予 算 額 

補助＋直轄 

緊急輸送道路における道路改良・法面対策・橋梁耐震

補強，河川堤防・護岸整備，砂防堰堤整備，防波堤整

備など 

２６，３５２，９００ 

(２６，７１８，１９９) 

うち，国の「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」分 ５，９８２，８００ 

注1) 予算額欄( )内の数値は，R元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分を含む額 

注2) この他に，国の「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」のうち，インフラ老朽化 

対策に関係する予算（4,315,293千円）を「26 効果的・効率的な維持管理の推進」に計上 

【参考】「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」を活用した取組 

                     （単位：千円） 

区 分 事 業 内 容 予 算 額 

道路事業 
緊急輸送道路における道路改良・法面対策・橋梁耐震

補強など 
８，９３５，９３３ 

河川事業 河川改修，河川の改良復旧など ４，７９２，０４３ 

砂防事業 砂防堰堤整備，急傾斜地崩壊対策など ５，９２０，０００ 

海岸事業 護岸整備，護岸補修 ４７７，０００ 

港湾事業 岸壁・防波堤補修，臨港道路の整備 

 
１，８９０，０００ 

漁港事業 漁港施設補修 １７６，０００ 

街路・ 

都市計画事業 
橋梁の架け替え，道路改良など ２，１０１，０００ 

公園事業 公園施設の改築更新 ９９，７５０ 

合   計 ２４，３９１，７２６ 

 

Ⅱ-1 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化 

  Ⅱ－1 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化 
 防災・減災対策の充実・強化 
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２ 災害に強い道路ネットワークの充実 
 

１ ねらい 
平成 30 年７月豪雨災害や東日本大震災，熊本地震等を踏まえ，大規模災害の発生に備えた社会

インフラの整備として，災害時の緊急車両の迅速かつ円滑な災害支援活動を確保するため，緊急輸

送道路の機能強化や災害対応能力の向上に資する道路ネットワークの多重性・代替性の確保を計画

的に推進する。 

 

２ 事業の概要 

 （１）道路改良 

防災拠点等を効率的に連絡し，緊急輸送道路ネットワーク等の 

機能強化を図る。 

 （２）橋梁耐震補強 

    大規模地震時においても，物資の輸送・救命活動が迅速に行え 

るよう，緊急輸送道路上の橋梁について，耐震性能の向上，補強 

対策を計画的に推進する。 

 （３）法面対策 

「今後の法面対策のあり方検討会」においてとりまとめられた 

法面整備方針に基づき，対策が必要と判断された箇所について， 

落石等による災害から道路交通の安全を確保するための対策を計 

画的に実施するとともに，落石等の恐れのある箇所の現地調査（ 

安定度調査）を実施する。 

 

 

３ 令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 

（単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 及 び 主 な 事 業 箇 所 予 算 額 

災害時に
機能する
道路ネッ
トワーク
の機能強
化 

道路改良 

（国）184 号（尾道市栗原町～新浜） ２５７，０００ 

（主）吉田豊栄線（向原吉田道路） ２，４８７，０００ 

（主）呉平谷線（呉市上二河～此原） ３７３，０００ 

（主）瀬野川福富本郷線（三原市本郷町船木） １５３，０００ 

（都）焼山押込線（呉市焼山北～焼山泉ヶ丘） ４８０，０００ 

橋梁耐震 

補強 

（国）186 号（翠橋） １０５，０００ 

（国）487 号（早瀬大橋） １５８，０００ 

法面対策 

 

（国）182 号（庄原市福代～久代） ５３，０００ 

（国）186 号（廿日市市飯山～栗栖） ４２，０００ 

（国）375 号（三次市日下～下作木） ２９７，０００ 

（国）432 号（東広島市入野～小田） ４２，０００ 

（主）三原東城線（神石高原町牧～永野） ２１，０００ 

（主）府中上下線（府中市阿字～上下町井永） ６３，０００ 

安定度調査（県内一円） ９００，０００ 

 

法面対策の実施状況 
（府中市久佐町） 

  Ⅱ－1 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化 

 防災・減災対策の充実・強化 
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３ 総合的な河川防災対策の推進 
 

１ ねらい 
平成 30 年７月豪雨災害の発生など，今後も気候変動による豪雨等の激甚化・頻発化が懸念   

される中，効果的に事前防災を進めるため，人口・資産の集積状況や防災拠点等の重要施設の立地
状況など，河川の氾濫による社会的影響を考慮し重点化を図った上で，ハード対策を進める。 

また，施設の能力を上回る洪水から人命を守る取組として，水害リスクを正しく理解してもらう
ための情報発信や，よりきめ細かな河川防災情報の提供など，住民の主体的な避難行動につなげる
ソフト対策の充実・強化を図る。 

さらに，事前防災を加速するため，流域全体のあらゆる関係者が協働して治水対策を行う「流域
治水」を一級水系だけでなく二級水系にも展開し，多様な主体の様々な取組を流域一体となって進
めていく。 

 

２ 事業の概要 
 （１）ハード対策（主な河川） 

河 川 名 事  業  内  容 

三篠川（広島市） 流下能力向上のための河道拡幅や河道掘削など 

沼田川（三原市） 流下能力向上のための堰の改築や河道掘削など 

福川・手城川（福山市） 排水能力向上のための排水機場の整備など 

野呂川・中畑川（呉市） 流下能力向上のための河道拡幅や河道掘削など 

京橋川・猿候川（広島市） 地震・高潮対策のための防潮堤の整備 

 （２）ソフト対策 

河 川 名 事  業  内  容 

沼田川（三原市～東広島市）ほか 危機管理型水位計の設置（洪水予測の高度化に向けた拡充） 

馬洗川(三次市)・比和川(庄原市)ほか 河川監視カメラの設置 

御調川(尾道市)・山田川(世羅町)ほか 
想定最大規模降雨を前提とした洪水浸水想定区域図作成 

（中小河川やダム下流区間等全ての県管理河川を対象） 
 

３ 令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 
（単位：千円） 

区  分 事  業  内  容 予  算  額 

国直轄事業 太田川，芦田川などの改修等 ３，１５４，０００ 

補助公共事業 
 

河川災害関連事業 三篠川など ２箇所 ３，２８５，４５０ 

河川激甚災害対策特別緊急事業 沼田川 １箇所 １，０５０，０００ 

河川改修事業 手城川，中畑川など 23 箇所 
４，６４０，７００ 

うち，ソフト対策分 

２２６，８００  

  特定構造物改築事業 岡ノ下川など 11 箇所 

堰堤改良事業 椋梨ダムなど 11 箇所 ８７２，８４３ 

高潮対策事業 京橋川・猿猴川など ３箇所 ２２０，５００ 

単独建設事業 局部的な河川の拡幅等           72 箇所 ２，１５０，０００ 

単独維持修繕事業 
河道内の堆積土・樹木等の除去 １，６５０，０００ 

老朽護岸の修繕等 １，５３８，９３０ 

合     計 
１８，５６２，４２３ 

（１８，８６３，８０４） 

  注) 合計欄( )内の数値は，令和元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分を含む額 

  Ⅱ－1 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化 

 防災・減災対策の充実・強化 
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４ 地震・高潮対策の推進 
 

１ ねらい 
人口・資産が集中する本県の沿岸域は，高潮や波浪等によって度重なる被害を受けてきた。 

このため，東日本大震災を踏まえた国による防災対策の方針に基づき，本県においても適切な

対応を図っていくとともに，効率的かつ計画的に地震・高潮対策を進め，「安全・安心」を実感

できる地域づくりを推進する。 

 

２ 事業の概要 

 （１）河川事業 

    広島市等の臨海都市部における地震・高潮等の被害が発生するおそれのある地域において，

早期に背後地の安全を確保するために計画的な防潮堤の整備を行う。併せて，都市部の貴重

なオープンスペースとして，周辺と調和した親水護岸の整備を行う。 

   （国直轄事業：天満川など）（補助公共事業：京橋川・猿猴川など３河川） 

 （２）海岸事業 

    海岸整備等の指針である「広島沿岸海岸保全基本計画」に基づき，過去に浸水実績のあ

る海岸やゼロメートル市街地を防護する海岸堤防等を計画的に整備するとともに，これら

のハード対策に加え，ソフト対策を一体的に進める。 

（国直 轄事 業：広島港海岸〔中央西･中央東地区〕） 

（補助公共事業：広島港海岸，尾道糸崎港海岸，倉橋漁港海岸，天応海岸など18海岸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 
          （単位：千円） 

区   分 事 業 内 容 予 算 額 

河川事業 

国直轄事業 天満川など 
３，１５４，０００ 
※他河川事業と一括計上  

補助公共事業 
京橋川・猿猴川など３河川 
（防潮堤） 

２２０，５００ 
(２２８，５４８) 

海岸事業 

国直轄事業 広島港海岸 ４６２，０００ 

補助公共 
事業 

港湾海岸 
広島港海岸など 12 海岸 
（護岸，堤防等) 

１，１８３，０００ 

漁港海岸 
倉橋漁港海岸など４海岸 
（護岸等) 

１９９，５００ 

建設海岸 
天応海岸など２海岸 
（護岸等） 

１６８，０００ 

  注) 予算額欄( )内の数値は，令和元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分を含む額  

京橋川防潮堤 

  Ⅱ－1 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化 

 防災・減災対策の充実・強化 

尾道糸崎港海岸堤防 
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５ 土砂災害防止対策の推進 
 

１ ねらい 
平成 30 年７月豪雨の被災地の再度災害防止に最優先で取り組む。また，今後も激甚化が懸念さ

れる土砂災害から県民の命と暮らしを守るため，効果的なハード対策を着実に進めるとともに，

県民一人ひとりの適切な避難行動につながるソフト対策を推進する。 

 

２ 事業の概要 
（１）土砂災害防止施設の着実かつ効果的な整備の推進（ハード対策） 

ア 平成30年７月豪雨災害の被災地域における再度災害防止対策を最優先に実施 

イ 防災拠点や住宅密集地，インフラ・ライフラインの保全など事前防災を計画的に推進 

（２）適切な避難行動につながる取組の推進（ソフト対策） 

ア 将来にわたり指定効果が継続する取組を推進 

イ きめ細かな災害リスク情報を提供 

ウ 効果的な啓発事業（土砂災害啓発・伝承プロジェクトの推進）の推進 

（３）土砂災害防止施設の適切な維持管理の推進（老朽化対策） 

ア 修繕方針に基づく計画的な老朽化対策の推進 

   イ 石積砂防堰堤改築の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 
（単位：千円） 

注) 合計欄( )内の数値は，令和元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分を含む額 

区   分 事  業  内  容 予 算 額 

土砂災害防止施設の着実かつ
効果的な整備の推進（ハード
対策） 

国直轄事
業 

直轄砂防事業 
（広島西部山系直轄砂防等） 

３,０７６,０００ 

補助公共
事業 

砂防激甚災害対策特別緊急事業  113箇所 
通常砂防事業          138箇所 
急傾斜地崩壊対策事業    110箇所 
地すべり対策事業        １箇所 

４,７２５,０００ 
３,７９２,６００ 
３,７１２,０００ 

４,７２５ 

単独建設
事業 

土砂災害防止対策事業     59箇所 １,３３０,６００ 

適切な避難行動につながる取
組の推進（ソフト対策） 

施設整備等による地形改変箇所における土砂
災害警戒区域等の見直し等 

１２６,０００ 

情報提供システムの充実等 ７１,４００ 

土砂災害防止施設の適切な維
持管理の推進（老朽化対策） 

老朽施設の修繕等 ８２９,０００ 

合     計 
１７,６６７,３２５ 

(１７,８６５,７９６) 

急傾斜地崩壊対策事業 
（福山市 野々浜地区） 

砂防激甚災害対策特別緊急事業 
（東広島市 杉坂下川隣） 

通常砂防事業 
（三次市 中の村川４号） 

  Ⅱ－1 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化 
 防災・減災対策の充実・強化 
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６ 建築物・住宅の耐震化の促進【一部新規】 
 

１ ねらい 
大規模地震発生時において倒壊により多数の死傷者が発生する恐れがある大規模建築物や早期

の救助・復旧活動に関係する広域緊急輸送道路沿道建築物に加え，耐震性不足の住宅のうち多数を

占める木造戸建住宅について，建築物所有者の負担軽減につながる支援を行うことにより，耐震化

の促進を図る。 

 

２ 事業の概要 
 （１）大規模建築物 

    民間建築物所有者による耐震改修（建替・除却を含む。）を支援する市町への補助を行う。 

    【対象】 不特定多数の者が利用する建築物及び避難弱者が利用する建築物等のうち一定規模※

以上のもの（ただし，昭和 56年５月以前に着工された建築物に限る。） 

※ 店舗やホテルの場合，３階（地階を含む。）以上，かつ床面積の合計 5,000 ㎡以上 
         

 （２）広域緊急輸送道路沿道建築物 

    耐震診断を行う民間建築物所有者への補助，民間建築物所有者による耐震改修（建替・除却を

含む。）を支援する市町への補助を行う。 

    【対象】 広島県緊急輸送道路ネットワーク計画に定める緊急輸送道路のうち，広域的な災害

支援に資する路線の沿道建築物で，道路閉塞を引き起こす高さがあるもの（ただし，

昭和 56 年５月以前に着工された建築物に限る。） 
 
 （３）住宅【新規】 

    民間住宅所有者による耐震改修（建替・除却を含む。）を支援する市町への補助を行う。 

    【対象】 木造戸建住宅（ただし，昭和 56 年５月以前に着工されたものに限る。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 令和３年度の予算額 （単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

大規模建築物の耐震化の促進 
所有者による耐震改修を支援する市町への

補助 
１９，７０１ 

広域緊急輸送道路沿道建築物
の耐震化の促進 

所有者による耐震改修を支援する市町への

補助 
１００，３４６ 

耐震診断を行う所有者への補助 ４，５４２ 

住宅の耐震化の促進【新規】 
所有者による耐震改修を支援する市町への

補助 
２５，０００ 

合   計 １４９，５８９ 

 

 

  

 

耐震改修による補強のイメージ 

  Ⅱ－1 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化 

 防災・減災対策の充実・強化 

18



 

 

７ 放置艇対策の推進  
 

１ ねらい 
公有水面に係留されているプレジャーボート等の放置艇に対する規制強化及び所有者の意識改

革を進めることにより，災害時の放置艇流出被害の防止及び係留保管の秩序の確立による公有水面

利用の適正化を図る。 

 

２ 事業の概要 
 県管理水域に無許可で係留されている放置艇（Ｈ30年度調査結果 約 8,500 隻）について，正規

の係留保管施設（空き約 1,500 隻分）への誘導のほか，県管理港湾・漁港の余裕水域への係留許可

手続等※１を行うとともに，新たな放置艇の発生防止に取り組み，令和４年度末までの放置艇解消

を目指す。 

 令和３年度からは，新規にプレジャーボートを取得した者に，保管場所を県へ届け出る義務を課

す。 

 

   ＜プレジャーボートによる放置艇の移動・撤去を指導するイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     漁船   遊漁船   プレジャーボート  

 

   

 

３ 令和３年度の予算額 
（単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

放置艇撤去指導 
① 放置艇所有者に対する撤去指導等 

② 強制的移動措置（行政代執行） 
２，６４０ 

禁止区域及び小型船舶

用泊地の指定 

① 禁止区域及び小型船舶用泊地指定に必要な測量

図面及び指定調書の作成 

② 現地説明会の実施 

３，０９６ 

合     計 ５，７３６            

 

【対応前】 県管理港湾・漁港 【対応後※２】 県管理港湾・漁港 

  Ⅱ－1 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化 

 安全で快適な交通環境づくりの推進 

係留エリア

（小型船舶 

 用泊地） 

二
重
線
の
区
域
内
を
禁
止
区
域
に
指
定 

※１ 安全性などの要件を満たす場合に，係留を認めることができる。 

※２ 漁業活動や周辺環境に支障がなく，係留エリアを指定できるケース 
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８ 交通安全施設等整備の推進 
 

１ ねらい 
急速な少子高齢化社会へ進展していく中で，高齢者，障害者をはじめとする誰もが安全で安心し

て活動できる生活空間を形成するため，歩行空間のバリアフリー化，通学路の歩道整備，交通事故

の対策など，安全かつ円滑な交通環境の整備を推進する。 

特に，通学路については，各市町において策定している通学路交通安全プログラムに基づき，引

き続き，教育委員会や警察等の関係機関と連携して，安全確保に取り組む。 

 

２ 事業の概要 
通学路をはじめとする道路環境の安全を確保するため，通学路交通安全プログラムの対策箇所や

事故危険箇所などについて，歩道の整備や防護柵・標識等の道路附属物を設置する。 

また，安全かつ円滑な交通環境を整備するため，区画線の設置・更新等を行う。 

【整備事例】 
            

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 

（単位：千円） 

区     分 主 な 事 業 箇 所 予 算 額 

交通安全施設等整備の推進 

（国）182 号（神石高原町油木～安田） ３２，０００ 

（国）183 号（庄原市西城町平子） １２６，０００ 

（国）317 号（尾道市因島中庄） ５２，０００ 

（国）432 号（東広島市河内町中河内） ６３，０００ 

（国）486 号（府中市父石～目崎） １１３，０００ 

（主）廿日市佐伯線（廿日市市岩組） ６９，０００ 

（主）庄原作木線（三次市君田町石原） ６２，０００ 

（一）乙瀬小方線（大竹市御園） １０５，０００ 

   ※この他に，道路改良事業により，通学路交通安全プログラムに位置付けられた箇所の対策を実施 

一般国道２号（廿日市市） 

対策前 対策後 

歩道の段差，勾配の改善 

歩道幅の確保 

  Ⅱ－1 安全・安心を支える総合的な県土の強靭化 

 安全で快適な交通環境づくりの推進  
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９ 新たな経済成長を支える物流基盤の充実・強化 
 

１ ねらい 
本県の新たな経済成長への挑戦を支えるため，アジアの経済成長や国際化の進展に合わせたグロ

ーバルゲートウェイ機能の強化を図る。 

また，本県の強みである井桁状の高速道路ネットワークを生かしたＩＣアクセス道路の整備，高

速道路ネットワークとグローバルゲートウェイや産業集積地をつなぐ広域交通ネットワークの強

化などにより，企業活動を支え，生産性向上に資する物流基盤の充実・強化を推進する。 

 

２ 事業の概要及び令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 
      

（単位：千円） 

区 分 主 な 事 業 箇 所 予 算 額 

生産性の向上

など企業活動

を支える物流

基盤の充実 

広島都市圏における高速交通体系の確立 

 

広島高速道路公社出資金・貸付金 

（広島高速５号線（東部線）） 
１，７５０，０００ 

（一）広島海田線（高速関連） ３７，０００ 

物流機能を強化する広域交通ネットワークの構築 

 

（国）２号（福山道路，東広島・安芸バイパス，

広島南道路，岩国・大竹道路） 

（国）375 号東広島・呉道路  [国直轄事業] 
４，４４１，６６７ 

 

（国）486 号（尾道市御調町貝ヶ原） ８４，０００ 

（国）486 号（新市府中拡幅） ９３３，０００ 

（主）矢野安浦線（熊野バイパス） ２０５，０００ 

（主）福山沼隈線（福山市草戸町～熊野町） ２，９４０，０００ 

（主）志和インター線（東広島市八本松） ２６２，０００ 

（一）三原本郷線（三原市西野～沼田） ３２，０００ 

（都）栗柄広谷線（府中市栗柄町～高木町） １，４９０，０００ 

国際物流拠点港湾における物流基盤の強化・充実 

 

広島港（五日市地区等） ２，１４６，０００ 

福山港（箕沖・箕島地区）， 

尾道糸崎港（機織地区等） 
２，６７１，５００ 

  
  

  Ⅱ－2 交流・連携を支えるネットワークの充実・強化 
 経済・物流を支える基盤の強化 

Ⅱ-2 交流・連携を支えるネットワークの充実・強化 
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（国）２号

安芸バイパス
Ｌ＝７．７ｋｍ

世羅IC

尾道北IC

広島港
五日市地区等

（一）広島海田線
（府中町茂陰）

Ｌ＝０．３ｋｍ

大多田IC

三次東JCT・IC

三良坂IC

（国）２号
東広島バイパス

Ｌ＝９．６ｋｍ

尾道糸崎港
(機織地区等)

（主）矢野安浦線
（熊野バイパス）

Ｌ＝１．３ｋｍ

（国）４８６号
（新市府中拡幅）

Ｌ＝３．４ｋｍ

（一）三原本郷線
（三原市西野～沼田）

Ｌ＝２．２ｋｍ （主）福山沼隈線
（福山市草戸町～熊野町）

Ｌ＝４．５ｋｍ

（主）志和インター線
（東広島市八本松）

Ｌ＝１．０ｋｍ

（国）２号
岩国・大竹道路

Ｌ＝９．８ｋｍ
（広島県内Ｌ＝4.7km）

（国）２号
福山道路

Ｌ＝３．３ｋｍ

(国）２号
広島南道路

Ｌ＝２．９ｋｍ

(国）375号
東広島・呉道路

Ｌ＝０．９ｋｍ

福山港
（箕沖・箕島地区）

（国）４８６号
（尾道市御調町貝ヶ原）

Ｌ＝１．４ｋｍ

沼田SIC

福山SIC

（都）栗柄広谷線
（府中市栗柄町～高木町）

Ｌ＝１．５ｋｍ
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10 広島高速道路及び関連道路の整備推進 
 

１ ねらい 
広島都市圏が，中四国地方の中枢都市として，更に拠点性を高めていくためには，定時性・高

速性に優れた道路網の整備が緊急の課題となっている。 

このため，広島都市圏の自動車専用道路網を構成する路線について「指定都市高速道路」とし

て，段階的に整備を進めることとしている。 

令和３年度は，引き続き，広島高速５号線の整備を促進するとともに，広島高速２号線大州出

入路へのアクセス道路である一般県道広島海田線の整備を推進する。 

 

２ 事業の概要 
 （１）広島高速道路 

概 要 広島高速５号線（東部線） 

事 業 区 間 東区温品町～東区二葉の里３丁目 

延 長 約4.0㎞ 

道 路 の 基 本 構 造  設計速度60㎞/h，暫定２車線 

事 業 期 間 平成12年度～ 

令 和 ３ 年 度 事 業 費 7,000百万円 

令和３年度事業内容 計測工，トンネル工等 

 （２）関連道路 

概 要 一般県道 広島海田線 

事 業 区 間 安芸郡府中町茂陰２丁目 

延 長 約0.3㎞ 

道 路 の 基 本 構 造  設計速度60㎞/h，４車線 

事 業 期 間 平成19年度～ 

 

３ 令和３年度の予算額 
（単位：千円） 

区 分 事 業 内 容 予 算 額 

広島高速道路 
広島高速５号線（東部線） 

出資金・貸付金 １，７５０，０００ 

一般県道 広島海田線（高速関連） 橋梁工事 ３７，０００ 

合   計 １，７８７，０００ 
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広 島 高 速 道 路 

 （一）広島海田線（高速関連） 

沼田PAｽﾏｰﾄIC 

Ｅ31 

E2 
E74 
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11 広島空港へのアクセス強化 
 

１ ねらい 
広島空港への高いアクセシビリティの実現に向けて，道路の速達性の向上，及び定時性や多重性

の確保に取り組み，広島都市圏からのアクセスの機能強化を推進する。 

 

２ 事業の概要及び令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 

（単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

アクセス道路の整備 

広島高速５号線（東部線）の整備 

（広島高速道路公社出資金・貸付金） 
１,７５０,０００ 

（国）２号（東広島・安芸バイパス，広島南道路，

道照交差点）の整備        [国直轄事業] 
１,９４１,６６７ 

（主）矢野安浦線（熊野バイパス等） 

（一）矢野海田線（曙町～寺迫） 

  （東広島・安芸バイパス関連事業）の整備 

４３０，０００ 

合    計 
４,１２１,６６７ 

(４,１３１,６６７） 

注) 合計欄( )内の数値は，令和元年度からの繰越明許費のうち，未契約の振替分を含む額 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島空港へのアクセスルート 
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12 観光周遊を促進する道路ネットワークの強化 
 

１ ねらい 
本県は，豊かな自然や歴史的な町並み，風光明媚なサイクリングロードなど，国内外からの観光

客を呼び込むための多彩で魅力ある観光資源を多数有している。 

こうした本県の強みを生かし，インバウンド効果を高め，更なる観光交流人口，観光消費額の増

加や観光客の満足度向上につなげるため，井桁状高速道路ネットワークを最大限活用した道路ネッ

トワークの強化により観光振興を図るとともに，「しまなみ」を核としたサイクリングネットワー

クの形成とサイクリングロードのブランド力向上に取り組む。 
 

２ 事業の概要 

 （１）観光振興に資する道路ネットワークの形成 

① 高速道路ＩＣから観光地への道路整備 

② 観光地の振興や交通の安全確保，観光地間を連絡する道路整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）しまなみを核としたサイクリングネットワークの形成とサイクリストの受入環境向上 

 ナショナルサイクルルートであるしまなみ海道サイクリングロードをはじめ，県内サイクリン

グロードの環境整備，情報発信等を行う。 

 

３ 令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 

 （１）観光振興に資する道路ネットワークの形成 （単位：千円） 

区 分 主な事業箇所 主な観光資源 予 算 額 

高速道路ＩＣ

から観光地へ

の道路整備 

（国）432 号（竹原バイパス） 竹原町並み保存地区 ３３６，０００ 

（主）庄原東城線（庄原市下川西） 比婆道後帝釈国定公園 ８１，５００ 

（主）吉舎油木線（三次市本郷） ジミー・カーターシビックセンター ２４７，０００ 

観光地の振興

や交通の安全

確保，観光地間

を連絡する道

路整備 

 

（国）183 号（三次拡幅） 湯 本 豪 一 記 念 日 本 妖 怪 博 物 館 ２４６，０００ 

（国）317 号（青影バイパス） 因島水軍城 ３４６，０００ 

（国）487 号（中郷） 海上自衛隊第１術科学校 １０１，０００ 

（国）488 号（東山バイパス） 県立もみのき森林公園 ６２，０００ 

（主）鞆松永線（福山市鞆町） 鞆地区 １，２９８，０００ 

（主）府中世羅三和線（世羅町論田） せら夢公園 ８４，０００ 

（一）比婆山公園線森脇線（庄原市

上尺田） 
比婆道後帝釈国定公園 ４１，０００ 

 （２）しまなみを核としたサイクリングネットワークの形成とサイクリストの受入環境向上 

                               （単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

サイクリングロードの環境整備 
自転車通行帯整備，案内標示，情

報発信等 
６８，５００ 

 

高速道路 ICから 

観光地への道路整備 

※観光地：海水浴場，スキー場， 

サイクリングロードを含む。 

観光地の振興や交通の安全確保， 

観光地間を連絡する道路整備 
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 集客・交流機能の強化とブランド力向上 

26



 

 

13 鞆地区振興推進費 
 

１ ねらい 
鞆地区の再生・活性化に向けたまちづくりを促進するために，生活利便性の向上や安全・安心の

確保などを図ることを目的とした鞆地区の地域振興に係る事業について，福山市と連携・協力し，

地元住民の方々と意見交換を重ねながら，取組を進める。 

 

２ 事業の概要及び令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 

【土木建築局所管事業】                                                        

区  分 事 業 内 容 予算額 

町中の交通処理対策 

バイパス機能としての山側トンネル及び関連事業の調査

設計，用地買収，工事の実施  

（債務９，０００，０００） 

１,２９８，０００ 

江之浦～焚場間の交通処理対策に必要な用地買収及び道

路拡幅工事等の実施 
１５１，０００ 

防災対策 
西町・道越地区及び江之浦～焚場地区における護岸の工

事等の実施 
４６５，０００ 

交通・交流拠点等の

整備 交通・交流拠点等の工事等の実施 ８７２，０００ 

合     計 
（債務９，０００，０００） 

２,７８６，０００ 

 

 

【地域政策局所管事業】  

区  分 事 業 内 容 予算額 

寄附募集のための情

報発信等 

① 福山市が平成 29 年度に策定した鞆まちづくりビジョ

ンを踏まえ，鞆のまちづくりの取組に対する寄附を募る

ため，情報発信等を実施 

② 寄附募集によって集まった資金を福山市の基金に積み

立てるため，福山市に交付する 

１８，０８３ 

 

（単位：千円） 

（単位：千円） 
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14 広島空港の拠点性強化 
 

１ ねらい 
新型コロナウイルス感染症の影響で運休している定期路線を早期復便し，航空ネットワークの維

持・拡充及び航空機利用の利便性向上を図ることにより，中四国地方の拠点空港として競争力・拠

点性を高めるため，航空会社等に対して必要な取組を実施する。 

 

２ 事業の概要及び令和３年度の予算額 
（単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

航空ネットワーク

の維持・拡充及び

空港アクセスの利

便性向上 

① 国内線の利用促進及び国際線の維持・復便等に向けて行

う航空会社等へのセールス活動 

② 航空会社等に対して，国際定期路線の維持及び早期復便

のために必要な経費の一部を支援（令和３年４月～６月） 

③ 広島空港リムジンバスを運営しているアクセス事業者に

対して，航空機の運航に合わせたバス路線・便数の復便

に必要な運行経費の一部を支援（令和３年４月～６月） 

３６，６７６ 

 

【広島空港の航空ネットワーク(令和３年３月 31日現在の運航計画（往復便数）)】 

 
  
 

 路 線 航空会社 運航計画※ 

国 
内 

線 

札幌(新千歳) 
全日本空輸 
日本航空 

２便/日 

仙台 IBEX エアラインズ ２便/日 

東京(羽田) 
全日本空輸 
日本航空 

17 便/日 

成田 
IBEX エアラインズ 

春秋航空日本 
２便/日 

沖縄(那覇) 全日本空輸 １便/日 

国 

際 

線 

ソウル エアソウル 運休 

大連・北京 中国国際航空 ２便/週 

上海 中国東方航空 ７便/週 

台北 チャイナエアライン ７便/週 

香港 香港エクスプレス ４便/週 

シンガポール シルクエアー 運休 

バンコク ノックエア ３便/週 

※計画上の便数であり，実際の運航便数とは異なる。 
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15 瀬戸内海クルージングの促進 
 

１ ねらい 
クルーズ客船の寄港時の新型コロナウイルス感染症対策を万全に行い，すでに再開されている日

本船による国内クルーズに加え，日本船の外航クルーズ及び外国船による日本でのクルーズの再開

に向け，クルーズ客船の誘致・受入を推進するとともに瀬戸内海クルージングを促進する。 

 

２ 事業の概要及び令和３年度の予算額 

 （単位：千円） 

区   分 事  業  内  容 予 算 額 

クルーズ客船の誘致・受

入体制の充実 

① クルーズ客船の受入れ 

・ 新型コロナウイルス感染症対策，ＣＩＱ※

対応，保安フェンス設営等の実施 

・ 広島港客船誘致・おもてなし委員会の経

費の一部を負担 

②  クルーズ船社等の訪問 

４１，７１４ 

クルージング需要の掘り

起こし 

瀬戸内クルージングポータルサイトの運営 

・ ビジター桟橋の基本情報等の発信 

・ 利用希望者からの問い合わせ対応等をワン

ストップで実施 

１，７３４ 

合     計 ４３，４４８ 

 ※税関（Customs），出入国管理（Immigration），検疫（Quarantine）を包括した略称  

 

【新型コロナウイルス感染症対策の取組について】 

○ 日本船の国内クルーズの再開にあたり，国が中心となって策定された感染症予防

対策のガイドラインを踏まえて，関係機関等とともに対応方針「広島港クルーズ船

受入時の新型コロナウイルス感染症拡大予防対策」を策定した。 

○ これに基づき，昨年 12 月には広島港において，令和２年度広島港最初のクルーズ

客船の寄港を受け入れた。  

○ 外国船による日本でのクルーズ等の再開に向けては，今後，国が中心となってガイ

ドラインを策定される見込みであり，それを踏まえて，本県における寄港の受け入れ

について関係機関等と調整を行う。 
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16 みなとの賑わいづくりの促進 
 

１ ねらい 
「瀬戸内ブランド」の形成に資する「瀬戸内 海の道構想」の一環として，多くの人々が訪れ，

憩い，楽しめる，活気と賑わいのある魅力的な空間を創出するため，みなとを臨海部の賑わい拠点

として整備し，観光・交流機能の強化を図る。 

 

２ 事業の概要 
 【厳島港宮島口地区】 

世界遺産宮島の玄関口である厳島港において，港湾利用者の利便性・快適性の向上や，くつろぎ・

賑わい空間の創出を図るため，浮桟橋や旅客ターミナル及びアクセス道路等の整備を実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

【広島港宇品地区】 
広島港宇品地区では，クルーズ客船の寄港が年々増加しているが，既設岸壁は延長が短いため７

万トンを超える大型クルーズ客船の寄港ができないことから岸壁を延伸する。また，受入環境整備

として，入出国審査等が行えるクルーズターミナルの整備を実施する。 

 

                           （クイーンエリザベス寄港イメージ） 

                             
 
 

 
 
 
 
 
 
                       

３ 令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 

（単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

厳島港（宮島口地区） 臨港道路等の整備 １，０６２，０００ 

広島港（宇品地区） 岸壁改良，クルーズターミナルの整備 １，４２７，０００ 

緑地 

旅客ターミナル 

浮桟橋 

凡 例 

 緑   地 

 
 アクセス道路（臨港道路） 

 立体駐車場 

岸壁(-10ｍ)(改良)L=390ｍ 

クルーズターミナル N=1 棟 

立体駐車場 
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17 コンパクト+ネットワーク型のまちづくりを支える社会資本整備の推進 
 

１ ねらい 
 （１）都市地域 

    円滑な都市活動を支え，都市活動の活性化を図ることで魅力ある地域環境を創出する。 

 （２）中山間地域 

    「広島県中山間地域振興条例」に掲げる豊かで持続可能な中山間地域の実現を目指し，地域の

自立を支える生活交通の確保・地域連携や，中心市と周辺地域の機能連携を促進することにより，

地域社会の活性化を図る。 

 
 

２ 事業の概要及び令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 

  

（単位：千円） 

区     分 主 な 事 業 箇 所 予 算 額 

安全・安心に暮らせる集

約型都市構造の形成 

（都）佐方線（廿日市市桜尾本町～城内） ２７０，０００ 

（都）上寺家下見線（東広島市西条町西条東～寺家） １３１，０００ 

（都）山手赤坂線（福山市津之郷町～赤坂町） ３４８，０００ 

渋滞を緩和する道路の

改善及び市街地を一体

化する道路と鉄道との

立体交差化 

（国）375 号（御薗宇バイパス） ３３６，０００ 

（主）大竹湯来線（大竹市玖波） ５２，０００ 

（主）三原竹原線（三原市小泉町池ノ内） ４２，０００ 

（一）福山上御領線（福山市神辺町下竹田） ３１，０００ 

（一）坂小屋浦線（坂町平成ヶ浜～森浜） １４５，０００ 

（一）加茂福山線（福山市御幸町～横尾町） ２６１，０００ 

（一）金丸府中線（福山市新市町金丸） ７８，０００ 

広島市東部地区連続立体交差事業 １，１２７，０００ 

（都）青崎池尻線（府中町青崎中～鹿籠） ２２０，０００ 

中山間地域・島嶼部など

地域を支える交通基盤

の確保 

（国）314 号（東城バイパス） ５０，０００ 

（国）375 号（三次市引宇根） ９５１，１００ 

（主）大崎上島循環線（大崎上島町木江） １５９，０００ 

（一）宇賀安田線（世羅町安田） ５０，０００ 

 

 

  Ⅱ－3 魅力的で持続可能な社会を支える基盤形成 
 コンパクトで持続可能なまちづくりの推進 
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18 安全で快適に暮らせる居住環境の創出 一部新規 
 

１ ねらい 

人口減少下においても，県民生活や地域経済などを将来にわたって維持していくため，災害リス

クが低く利便性の高いエリアへ居住が誘導された集約型都市構造を形成するとともに，地域の特性

を生かした魅力的なまちづくりの推進を図る。 
 
２ 事業の概要及び令和３年度の予算額 

災害リスクの高い土地の都市的土地利用を抑制するとともに，移住者の受け皿としての居住環境

を整備することで居住誘導の加速化を図る。 

（単位：千円） 

区 分 事 業 内 容 予 算 額 

市街化調整区域へ

の編入 

○土砂災害特別警戒区域の市街化調整区域への編入 

  ・市町と連携し，編入区域の選定に向けた地元調整の実施 

（地元説明資料及び編入予定区域図等の作成） 

１０，６６０ 

ゆとりと魅力ある

居住環境の創出

【新規】 

○モデル地区での魅力ある居住環境の創出に向けたビジョン

の策定支援 

・居住ニーズ調査，ワークショップ開催，目指すべき将来

ビジョン・コンセプト策定などの市町の取組を支援 

８，４９４ 

行政・住民協働型

のまちづくり 

○モデル地区での広島型ランドバンク事業※の実施 

 ・事業実施体制の構築 

（市町や地元住民組織等による協議会設置） 

 ・事業スキーム（案）の有効性の検証 

７，５８３ 

中古住宅の流通促

進【新規】 

○専門家や市町等による検討チームの設置 

・居住誘導区域内の既存住宅の需要・供給がマッチングし

ない課題等の分析，居住誘導を推進していくための道筋

の検討 

１，０８１ 

合     計 ２７，８１８ 

※ランドバンク事業のイメージ 

住宅の密集する既成市街地に点在する狭小宅地や空き地等の未利用ストックについて，前面道路や隣接

地を含めた整備や，隣接者との土地の売買をコーディネートすることなどにより，接道状況や土地形状の

改善を図ることで，市場性のあるストックを生み出し，中心市街地の再生・更新を図る事業。 

 

 

 

 

 

 

 

居住中
（Ａさん）

居住中
（Ｂさん）

居住中
（Ｃさん）

空き家

空き家 空き家

空き地

狭
い
道

狭い道

⽴地条件が悪く
市場性も低い

⽴地条件が悪く
宅地 狭⼩

居住中
（Ａさ
ん）

（Ｂさんが購入）

居住中
（Ｂさん）

居住中
（Ｃさん）

宅地分譲
（新築が可能）

広場等
（地域コミュ二ティ

に活用）

狭
い
道

拡幅  道路（Ａさんが購入）

宅地分譲
（新築が可能）

狭
い
道

居住中
（Ａさん）

⽴地条件が改善
市場性も創出

⽴地条件が改善
宅地 拡⼤

現状 事業実施後 
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19 地域特性を生かした魅力あるまちなみづくりの推進 
 

１ ねらい 
魅力あるまちなみづくりに取り組む市町と連携して，魅力ある景観等，デザイン性のある都市空

間の形成を推進し，本県における集客・交流の促進など地域の賑わいの創出を図る。 

 

２ 事業の概要 
選定したモデル地区※について，市町の取組を重点的に支援することにより，早期に魅力あるま

ちなみづくりを進めるとともに，モデル地区以外の地域への普及を促進する。 

※宮島口地区（廿日市市），街道東城路周辺地区（庄原市），忠海地区（竹原市）， 

 本町西国街道地区（三原市） 

区  分 内     容 

モデル地区の支援 
モデル地区において，ワークショップの運営支援を行うことで，策定さ

れたまちづくりの指針となるデザインコンセプトの具現化に向け，事業推
進体制の確立に向けた取組を重点支援する。 

他地域への普及促進 

モデル地区の取組状況などを県内の市町と共有することにより，モデル
地区以外への普及を促進する。 

① まちなみづくり未来勉強会による普及促進 
② 県ＨＰによる情報発信【非予算】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
３ 令和３年度の予算額 

（単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

モデル地区の支援 
ワークショップの運営， 

モデル地区の進捗状況のフォローアップ 
５，５２８ 

他地域への普及促進 まちなみづくり未来勉強会による普及促進 １，８９８ 

合     計             ７，４２６ 

 

宮島口地区（廿日市市） 
マルシェによるまちの賑わいの様子 

本町西国街道地区（三原市） 
西国街道・本町地区まちづくり協議会設立総会 
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20 ゆとりと潤いのある都市空間の創出 
 

１ ねらい 
公園・緑地等のオープンスペースの充実により，ゆとりと潤いのある都市空間の創出を図り，人

を惹きつける活力のあるまちづくりを推進する。 

 

２ 事業の概要 
県立の都市公園（せら県民公園，びんご運動公園，みよし公園）において，快適で開放的な空間

を持続的に提供するため，公園施設のインフラ老朽化にあたっては，利用者のニーズを捉えた戦略

的な更新を推進するとともに，びんご運動公園において天井崩落防止対策を実施し，広域防災拠点

としての機能向上を図る。 

また，令和２年度に開催した「第37回全国都市緑化ひろしまフェア」（ひろしま はなのわ 2020）

の県内一円での取組の成果をレガシーとして継承し，さらには発展させるため，令和２年度末に立

ち上げた「ひろしま はなのわ魅力推進協議会」において，市町と連携して取組のビジョン等を作

成し，魅力あるまちづくりを推進する。 

  

せら県民公園（住民による花苗の植付け状況）  みよし公園（園児によるたねダンゴ作成状況） 

第 37回全国都市緑化ひろしまフェアでの取組状況（協働推進事業） 

 
 
３ 令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 

（単位：千円） 

区 分 事 業 内 容 予 算 額 

公園事業 

・ニーズを捉えた戦略的なインフラ老朽化対策の推進 

新型コロナウィルス感染症対策（タッチレス化）等 

・防災拠点としての機能向上（天井崩落防止対策） 

・「ひろしま はなのわ 2020」を踏まえた県内一円での 

取組の推進 

など 

８６２，２５０
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21 福山駅前周辺地区の再生の促進 
 

１ ねらい 
県の発展に重要な地区において，まちづくりの中核となる施設を整備することにより，地域の活

性化につなげるとともに，県の広域的ポテンシャルの向上を図るため，広域交通結節点として県東

部地域の拠点である福山駅前周辺地区の再生を支援する。 

 

２ 事業の概要 
「福山駅前再生ビジョン」等に基づき，福山市三之丸町地区の再生に，計画的に取り組む福山市

に対し，備後圏域の賑わいづくりを牽引する施設を整備する事業者を支援するための経費の一部を

補助する。 

 

   補助内容 

 ① 補助対象事業費：住宅部分を除く，調査設計計画費，共同施設整備費 

 ② 負担割合：県 1/6（国 1/3，市 1/6） 

※令和３年度の事業内容：施設建築物の建設 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        事業対象地区位置図              整備施設イメージ図 

（平成 31年４月 25日事業者公表資料より） 
 

３ 令和３年度の予算額 
（単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

福山市三之丸町地区の再生の 
支援 

優良建築物等整備事業を活用して，福山市

三之丸町地区の再生を図る市への補助 
９，４４５ 

 

  Ⅱ－3 魅力的 で持続可能 な社会 を支える基盤形 成 
 コンパクトで持続可能なまちづくりの推進 

福山駅 

三之丸町地区 
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22 誰にでもやさしい安心した暮らしの確保 
 

１ ねらい 
誰にでもやさしい安心した暮らしの確保の一環として，低額所得者の良好な住環境を確保するため，

「県営住宅再編５箇年計画」に基づき，県営住宅の再編整備及び既存住宅の長寿命化工事等を行う。 

 

２ 事業の概要 
 （１）建替事業 

    建替時期の到来した老朽化した既存の県営住宅を，良好

な住環境を備えた住宅に更新する。 

 

 （２）改修工事等 

    計画的に既存住宅の長寿命化工事を行うことにより，建

替事業量を平準化するとともに，バリアフリー化などによ

り，住環境の改善を図る。   

 

３ 令和３年度の予算額 

 （単位：千円） 

区 分 事 業 内 容 予 算 額 

建替事業 

【県営熊野住宅 40～43 号館】 

建設工事（鉄筋コンクリート造 62 戸） 
２１２，６５３ 

【県営熊野住宅 48～54 号館】 

設計業務委託（鉄筋コンクリート造 約 180 戸） 
５５，２５２ 

【県営南泉住宅 78，80 号館】 

建設工事（鉄筋コンクリート造 40 戸） 
３２０，３８６ 

【県営引野住宅４～９号館】 

設計業務委託（鉄筋コンクリート造 約 215 戸） 
７５，９５２ 

改修工事等 

【県営長寿園南高層住宅等】 

外壁・屋上防水改修工事 

高齢者向け改善工事 

電気容量改善工事 

駐車場整備      等 

１，０９０，３４７ 

合     計 １，７５４，５９０ 
 

【整備事例（県営熊野住宅３号館）】 

  Ⅱ－3 魅力的で持続可能な社会を支える基盤形成 
 コンパクトで持 続 可 能 なまちづくりの推 進 

36



 

 

23 移住定住に向けた空き家の有効活用の促進 一部新規 
 

１ ねらい 
   専門家派遣により，市町や地域が抱える課題を解決し，移住者受入れの基盤となる空き家バンク

の充実等を支援することで，市町が取り組む空き家対策の推進を図るとともに，空き家バンクの効

果的な情報発信により，移住希望者とのマッチングを促進する。 

 

２ 事業の概要 
（１）空き家活用推進チームによる市町・地域などへの専門家派遣 

市町や地域が抱えるボトルネックを解決するため，弁護士や建築士等の専門家を市町・地域等へ

派遣し，課題別の勉強会を開催 

【令和２年度「空き家活用推進チーム」地域への派遣状況】 

 

 

 

 

 

 

 

（広島市小河内地区）           （府中市） 

 

（２）空き家バンクＨＰ「みんと。」による情報発信 

県外の移住希望者のニーズに応じた情報発信を行い，移住希望者と市町等の空き家バンクとの 

マッチングを支援 

   ・物件情報の更新 

   ・デジタルマーケティングを活用した WEB 広告 

   ・リモートワークやワーケーションなどの多様な 

空き家の使い方の特集ページの追加【新規】 

   ・ニーズに沿った検索機能の強化【新規】 

 

 

（ＨＰアドレス https://minto-hiroshima.jp） 

 

３ 令和３年度の予算額 
 （単位：千円） 

区 分 事 業 内 容 予 算 額 

空き家活用検討事業

【一部新規】 
空き家活用促進支援 ９，４４７ 
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24 ブランド向上に資する魅力ある建築物の創造 
 

１ ねらい 
本県のブランドイメージの向上を図るため，魅力ある公共建築物の創造・発信やクリエイティブ

な人材の育成などを積極的に推進する。 
 

２ 事業の概要 

区  分 内     容 

魅力ある公共建

築物の創造・発信 

① 広島型建築プロポーザル方式の実施 

② 広島型建築プロポーザル方式の市町への積極的な普及，技術支援 

③ 事業成果の情報発信 

トークイベント，完成見学会等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民間建築物への

波及 

 

① 県内の魅力ある建築物の発信イベント「ひろしまたてものがたり」の展開 

   「ひろしまたてものがたりフェスタ」の実施 

② クリエイティブな人材の育成 

   公共建築物に係る「ひろしま建築学生チャレンジコンペ」の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

３ 令和３年度の予算額 
 （単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

魅力ある建築物 

創造事業 

魅力ある公共建築物の創造・発信 ３，２７６ 

民間建築物への波及 １１９ 

合     計 ３，３９５            
 

広島型建築プロポーザル方式の実施 
（広島南警察署） 

ひろしまたてものがたりフェスタ ひろしま建築学生チャレンジコンペ 2019  

事業成果の情報発信 
（完成見学会： 
ひろしま建築学生チャレンジコンペ 2019） 
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25 汚水処理対策の推進 
 

１ ねらい 
汚水処理対策は，快適な生活環境を創造するとともに，水質改善と健全な水環境の維持・回復を

図るものであり，各種汚水処理施設（公共下水道，農業・漁業集落排水，合併処理浄化槽等）の整

備を効率的かつ計画的に進めるため，「広島県汚水適正処理構想（以下，「構想」という。）」に基づ

き，各市町と連携を図りながら汚水処理施設の整備を推進する。 

 

２ 事業の概要及び令和３年度の予算額 

【土木建築局所管事業】 （単位：千円） 

区 分 事 業 内 容 予 算 額 

漁業集落環境整備事業 
漁港背後地域における漁業集落排水施設の整備等

を行う市町への継足補助等 
２１，０２５ 

 

【参考（企業局所管事業）】 （単位：千円） 

区 分 事 業 内 容 予 算 額 

流域下水道事業 
流域下水道処理施設（太田川，沼田川，芦田川）

における浸水対策などの防災機能強化事業等 
２，２７５，３０４ 

※流域下水道事業は企業局で執行する事業であり，予算額は資本的支出のうち建設工事費を示す。 

 

○広島県汚水適正処理構想 

汚水適正処理構想とは，各種汚水処理施設（公共下水道，農業・漁業集落排水，合併処理浄

化槽等）の整備を効率的かつ計画的に進めるため，都道府県が広域的な観点から調整・検討を

行い策定するもので，広島県では「県内のどこでも利用できるようにする」ことを基本理念と

して，平成８年３月に構想を策定し，各市町と連携を図りながら整備促進に努めてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県汚水適正処理構想概要図（令和２年３月） 

  Ⅱ－3 魅力的で持続可能な社会を支える基盤形成 
 環境保全と循環型社会の構築 

公共下水道

特定環境保全公共下水道

農業集落排水

漁業集落排水

※着色箇所以外は浄化槽

芦田川流域下水道事業 

（芦田川浄化センター） 

沼田川流域下水道事業 

（沼田川浄化センター） 

太田川流域下水道事業 

（太田川浄化センター） 

漁業集落環境整備事業 

（走漁港） 

漁業集落環境整備事業 

（沖浦漁港） 
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26 効果的・効率的な維持管理の推進 
 

１ ねらい 

社会資本は，その多くが高度経済成長期に整備されており，建設後 50 年以上を経過する施設

が 20 年後には橋梁で約８割，砂防堰堤で約９割となるなど，高齢化した施設の割合が増大して

いることから，老朽化対策の更なる強化が必要となっている。 

「インフラ老朽化対策の中長期的な枠組み」と橋梁など主要な施設の「修繕方針」に基づき，

防災・減災や県土の強靭化などに資する既存インフラの機能維持を図るための重点的な老朽化対

策や，長寿命化技術やデジタル技術の活用によるコスト縮減など，より効果的・効率的な維持管

理を引き続き推進する。 

 

２ 事業の概要及び令和３年度の予算額（令和２年度２月補正（国補正対応分）含む） 
（単位：千円） 

 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

主要な公共土木施設

の老朽化対策 

道路事業 尾道大橋外 橋梁補修 等 

１２，３４２，４７２ 

河川事業 岡ノ下川外 排水機場修繕 等 

ダム事業 椋梨ダム管理施設 更新工事等 

砂防事業 本郷川砂防堰堤外 堰堤修繕 等 

港湾事業 福山港箕島地区外 岸壁補修 等 

海岸事業 
尾道糸崎港三原地区  

護岸修繕 等 

漁港事業 草津漁港外 岸壁補修 等 

公園事業 
みよし公園カルチャーセンター 

外壁改修工事 等 

インフラ長寿命化技

術活用促進事業 

① 維持管理に関する情報の発信 

② 長寿命化技術の活用促進 

③ 県・市町連携のあり方検討 

１３，７００ 

合       計 １２，３５６，１７２            

(うち，国の「防災・減災，国土強靭化のための５か年加速化対策」分) (４，３１５，２９３) 

  Ⅱ－4 社会資本の適切な維持管理の推進 

Ⅱ-4 社会資本の適切な維持管理の推進 
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27 計画的な県土保全対策の推進 
 

１ ねらい 
中山間地域をはじめとした各地域の特色に合わせて県民の安全・安心を確保していくために，県

土の基盤である社会資本を適切に維持管理していくなどの県土保全対策に重点的に取り組む。 

２ 事業の概要 
（１）道路・河川環境整備対策の実施 

道路環境を効率的に維持するための防草コンクリートの整

備及び草刈等や，河川の流下能力を確保するための河道浚渫等

を着実に実施し，県土を維持するために必要な取組を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）持続可能な県土保全体制の適切な確保 

債務負担行為を活用し，年度末から年度当初の年度移行時期

に切れ目なく工事を実施することで，出水時期までに最大限の

事業効果が発現されるように取り組むとともに，工事発注を平

準化し，年間を通じたきめ細かな県土の保全体制を確保する。 

３ 令和３年度の予算額 
（１）道路・河川環境整備対策の実施 （単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

道路の防草・除草 防草コンクリートの整備，草刈等 １，１９３，０３４ 

河道浚渫 河道内の堆積土・樹木の除去 １，６５０，０００ 

合       計 ２，８４３，０３４ 

（２）持続可能な県土保全体制の適切な確保 （単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 
予 算 額 

（令和４年度債務負担行為） 

河川事業（単独） 梅雨や台風時期に制限される河川内での

工事について，債務負担行為を活用し，出

水期までの年度当初時期に切れ目ない工

事の実施 

５００，０００ 

河道浚渫事業 ４００，０００ 

護岸等修繕事業 １７０，０００ 

合       計 １，０７０，０００            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛土部 切土部 

防草コンクリート 防草コンクリート 

【防草コンクリート 対策事例】 

対策前 

対策後 

防草コンクリート 

対策前 

対策後 

【河道浚渫 対策事例】 

  Ⅱ－4 社会資本の適切な維持管理の推進 
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28 デジタル技術を活用したインフラマネジメントの推進 新規 
 

１ ねらい 

 社会資本整備の調査・設計・施工から維持管理のあらゆる段階において，デジタル技術を最大

限に活用した，より効果的・効率的なインフラマネジメントを推進し，県民の安全・安心や利便

性，建設分野の生産性を向上させる。 

 さらに，県が保有する様々なインフラデータを誰もが利活用できるようオープンデータ化し，

民間企業等との連携を推進することで，防災・物流・交通・観光など幅広い領域において，官民

データを組み合わせた新しいサービスや付加価値の創出を目指す。 

 

２ 事業の概要 

 【広島デジフラ構想の概要（取組イメージ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和３年度の予算額 

（単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

インフラマネ 

ジメント基盤 

構築事業 

○ 道路や河川等の公共土木施設に関するあらゆる情報を

一元化・オープンデータ化し，各種データの融合や市町・

民間企業等との連携を可能とするシステム基盤である

「インフラマネジメント基盤(DoboX※)」の構築 

○ インフラマネジメント基盤とデータ連携するための 

既存システムの改修 

１１０，０００ 

デジタル技術 

の実装や 

データの活用 

○ ＢＩＭ／ＣＩＭの活用やＩＣＴ建設機械による施工な

ど，i-Construction の推進 

○ 道路法面の崩落予測技術や除雪作業の支援技術，路面 

性状の把握技術などの構築に係る実証実験の規模の拡大 

○ 洪水予測などの水害リスク情報の高度化 

○ ３次元地図データを活用した土砂災害のリスク情報の

高度化 

○ ３次元データなど新たなデータの整備・検討 

○ 都市計画基礎調査結果のオープンデータ化  など 

３０２，０００ 

合       計 ４１２，０００     

       ※DoboX とは…インフラマネジメント基盤の呼称，土木×DX＝ドボックス 

情報発信

インフラマネジメント基盤

ＤｏｂｏＸ

データ利活用
・分野毎，管理者毎のデータを一元化
・誰もが利用できる形でオープンデータ化
・アプリケーションの開発・利用促進
・県土全体の３次元デジタル化 など

・ドローン等による自動測量
・i-Constructionの推進
(BIM/CIM，ICT工事) など

・ドローン等を用いた施設点検
・センサーを活用した予測精度向上
・カメラ情報等による効率化 など

・ピンポイントの防災情報・避難誘導
・VR/AR技術を活用した理解度向上 など

調査･設計 建設工事 維持管理
■データの一元化・オープン化
■価値あるデータの整備

新たなサービス・
付加価値の創出

■災害リスク情報の発信
■異常気象時の業務

効率化

県⺠ 
安全・安心の向上

■円滑 物流 ⼈流 
実現

県⺠ 
利便性向上

■効率的 事業 推進
■維持管理 ⾼度化 

効率化

建設分野の
生産性向上

■⼈材育成と
官⺠連携

持続的な変革

  Ⅱ－5 デジタルトランスフォーメーション（広島デジフラ構想）の推進 

Ⅱ-5 デジタルトランスフォーメーション（広島デジフラ構想）の推進  
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29 建設技術者等の確保 
 

１ ねらい 
平成30年７月豪雨災害を踏まえ，県民の安全・安心を守るための防災・減災対策等を推進して

いくに当たり，県内建設業者において，工事を着実に実施していけるよう，不足している建設技

術者等の確保を図る。 

また，新型コロナウイルス感染症拡大の影響による離職者等の増加に対応するため，人材不足

が深刻な建設業を受け皿とした緊急的な雇用確保を図る。 

 

２ 事業の概要 
 （１）建設技術者等雇用助成事業 

ア 助成対象 

一定の資格を有する70歳未満の者を，１年以上継続して雇用する事業主（ただし，県入札

参加資格（土木一式工事又はとび・土工・コンクリート工事）を有し，主たる営業所が県内

に存在する事業主に限る。）  

イ 助成内容 

年間総支給額 月間支給額 助成対象期間 支給単位 

60万円 

（50万円） 

50,000円/月 

（約42,000円/月） 

１年間を上限とし， 

令和５年３月実績まで 
３か月毎 

※ （ ）は中小企業（資本金もしくは出資の総額が３億円以下又は常時雇用する労働者300人

以下の企業）以外の企業に対する支給額。 

 

 （２）新型コロナウイルス感染症対策建設労働者雇用促進事業 

ア 助成対象 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による離職者等を雇用する事業主（ただし，県入札

参加資格を有する事業者又は過去５年以内に広島県が発注した建設工事等に下請負人等とし

て実績を有する事業者で，主たる営業所が県内に存在する事業主に限る。）  

イ 助成内容 

年間総支給額 月間支給額 助成対象期間 支給単位 

120万円 200,000円/月 
６か月を上限とし， 

令和４年３月実績まで 
３か月毎 

 

３ 令和３年度の予算額 
（単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

建設技術者等雇用助

成事業 
県内建設業者に対する助成 

（債務１１，１００） 

２０，４００ 

新型コロナウイルス

感染症対策建設労働

者雇用促進事業 

県内建設業者，測量業者，建設コンサルタ

ント業者に対する助成 
４８，０００  

 

Ⅱ-6 計画的に推進するための取組 

  Ⅱ－6 計画的に推進するための取組 
 社会資本を支える担い手の確保・育成 
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30 ひろしまアダプト活動の推進 
 

１ ねらい 
官民協働で道路や河川等の公共土木施設維持のための環境向上に取り組むため，アダプト活動※

認定団体に対し，活動経費の一部を支援する。 

このことにより，新たな公共サービスの担い手として地域住民等が自発的に参加するアダプト活

動を積極的に促進し，県民の公共施設への愛着心の醸成や住民主体の地域づくりの推進を図る。 

 

※アダプトが「養子縁組をする」という意味から，住民や企業などの団体が主体となって清掃・緑化

活動等をボランティアで行い，道路や河川などの公共空間をわが子のように面倒をみていく活動 

 
２ 事業の概要 

県が管理する道路・河川を対象に活動している認定団体に対して，活動経費の一部支援として奨

励金を交付する。 

 

  （１）基本型 : 清掃・緑化活動を行う団体に対して，活動参加人数により交付する。 

  （２）付加型 : 草刈を行う団体に対して，草刈回数及び草刈延長により交付する。 

 

≪アダプト活動支援の仕組み≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３ 令和３年度の予算額 
                                       （単位：千円） 

区  分 事 業 内 容 予 算 額 

ひろしまアダプト活動支援事業 活動認定団体への奨励金交付 ２８，７１７ 

 

民間企業・団体・個人 

賛 助 

NPO 法人ひろしまアダプト 

行 政 

(県・市町) 

アダプト活動 

認定団体 

協 働 

 

 

 

広島県アダプト制度 
マスコットキャラクター 

「アダピィ」 

  Ⅱ－6 計画的に推進するための取組 

 多様な主体との連携 
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（単位：千円,％）

Ｒ２年度
当初予算

Ｒ３年度
当初予算

比率

補助公共 国直轄事業 単独建設 維持修繕費 その他

A B 事業費 負担金 事業費 事業費等 B/A

48,203,977 42,272,036 17,348,847 7,194,000 6,447,460 8,513,594 2,768,135 87.7

21,248,878 15,703,683 6,932,831 1,800,000 2,150,000 3,188,930 1,631,922 73.9

25,418,787 12,007,596 7,071,196 2,715,000 1,330,600 829,000 61,800 47.2

1,774,000 1,436,000 994,000 342,000 0 100,000 0 80.9

9,949,595 8,603,059 4,303,000 1,177,500 1,324,600 1,166,562 631,397 86.5

1,500,667 1,512,847 1,242,195 0 163,746 94,164 12,742 100.8

1,316,889 834,130 0 525,667 10,275 10,180 288,008 63.3

4,009,987 3,774,938 3,025,955 0 748,983 0 0 94.1

404,439 763,014 323,914 0 367,500 71,600 0 188.7

33,945 1,041,764 0 0 1,007,333 0 34,431 3,069.0

25,885,684 8,641,670 8,541,670 0 100,000 0 0 33.4

6,373,989 8,095,533 0 0 0 531,800 7,563,733 127.0

146,120,837 104,686,270 49,783,608 13,754,167 13,650,497 14,505,830 12,992,168 71.6

海岸事業費

事業別一般会計歳出予算内訳表

区　　　分

道路事業費

河川事業費

砂防事業費

災害復旧事業費

その他事業費

合　　計

港湾事業費

漁港事業費

空港事業費

街路等事業費

公園事業費

住宅事業費

参考
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